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１．相続人の確認は、相続登記の「一丁目一番地」！
相続登記をするとき、相続人の確認が非常に重要です。

なぜなら、遺産分割協議は相続人全員が参加して行う必
要があり、相続人の一人でも協議に参加していない場合
は、「無効」となるからです。

ですので、相続人の確認は、相続登記の「一丁目一番
地」と言っても言い過ぎではありません。

ちなみに、「遺産分割協議」というのは、亡くなった
方の財産を、相続人の「誰」が「どの財産を」相続（承
継）するかを話し合うことです。

２．相続人の確認方法
相続人の確認は、亡くなった方の出生から死亡までの

戸籍・除籍・改製原戸籍謄本を取得して行います。
出生から死亡までの戸籍謄本等を取得し確認すること

で、お子さんが何名いるか、養子縁組や離縁、認知など
をしているか否かが分かります。

３．戸籍謄本等の取得
戸籍謄本等は、本籍地の役場でしか取得できません。
例えば、本籍地を、福岡県福岡市→青森県青森市→豊

明市と移転している場合、順番に各市役所で戸籍謄本等
を取得していきますので、相続人を確認するのに時間を
要します。

ちなみに、戸籍謄本等は郵送でも取得できます。

４．記載内容の精査
必要な戸籍謄本等を全部取得しましたら、次は記載内

容を慎重に確認して行きます。
特に注意しなければいけない記載は、①「養子縁

組」・②「離縁」・③「認知」です。

①養子縁組は、法律上の親子関係を発生させるもので
す。養子は、亡くなった養親の相続人となります。

②離縁は、養子縁組を解消させるものです。離縁をす
ることで親子関係が解消されますので、元養子は相
続人となりません。

③認知は、自分の「子」であることを認めることです。
子であることを認めますので、認められた子は認知
した親（父）の相続人となります。

上述のとおり、相続人全員が参加していない遺産分割
協議は無効です。ですので、相続人を一人でも見落とし
てしまと、相続登記を前に進めることができません。

見落としがないよう、何度も繰り返し確認することが
大切です。

５．最後に・・・
お客様の中には、相続登記に必要な戸籍謄本等はお客

様ご自身が取得しなければいけないと思われている方も
多くいます。

しかし、司法書士は、相続登記のご依頼をいただけれ
ば、お客様に代わり相続登記に必要な戸籍謄本等を取得
できます。そして、取得した戸籍謄本等の内容を確認し、
相続人の確認・確定も行います。

取得方法が分からない、仕事で取りに行く時間がない、
遠方で取りに行けない場合は、悩まず司法書士までご相
談ください。
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司法書士 吉川 豊 主な取扱い業務
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豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
業務時間：平日９時～１８時 ✓会社設立・役員変更・目的変更

（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明

今月のテーマ 「相続人の確認」

約１０年前に事務所のホームページ（「ＨＰ」といい
ます。）を作成しましたが、作成以降、ほとんど見直し
をしないまま今日に至ってしまいました。

しかし、１０年も経てば社会の流れや考え方も大きく
変わり、また法律も変わります。当然、皆さまが得たい
情報も変わってきます。

そこで、より見やすく、かつ必要な情報が得られるよ
うにするため、そして私からも情報発信ができるようす

るためにＨＰをリニューアルしました。

新しいＨＰでは、けやき通信の最新版だけでなくバッ
クナンバーを掲載したり、相続セミナーのお知らせを行
うなど、情報の発信にも力を入れていきます。

スマホ・タブレットにも対応しています。
是非とも、新しいＨＰをご覧ください（右上のＱＲ

コードを読み取るとアクセスできます。）。

「ホームページをリニューアルしました！」ごあいさつ


